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額究のブ口ンラニィ 7J

はじめに

活断層研究だけをテーマとしたシンポジウムとしては束

アジアにおいて初めての間際シンポジウムが， 11本におい

て開催された. ミレニアムに入って間もない 1月 17けか

ら26日にかけて， 1995年兵庫品県南部地震の地震断であ

る野島断層の地，民庫県淡路島北淡町において行われた

(正主主名称 The Hokudan Intcrnation 

aJ and School on Active Faultin又)iとある.

この企画に合わせ，地長研究所共同利用俳究築会一活断層

研究のフロンティア…兵庫県南部地震から 5年間の

」が 1月22Llに現地で開催されることになっ fニー そこ

で，年度末のあわただしい時期ではあった

E理解と協力を得て在、も会議のほぼ全コースに参加させてい

fこだし、fこ.

事務売が 111:界最大・最強の活断.1jY1シンポジウム J と

打ったこの

ら約 60

参加した，

員がーヶ所に宿泊し，ほほ~J副首貸

手予のホテルの往復だけという

た 200名以上が

れて，設録参加者の全

りパスで会場と宿

シンポジウムで

あった.

会期中からあちこちで賞賛の声が聞かれ，次回をお世話

する人は大変だろうという感想がでたほと、大盛会のうちに

散会したこの会議であるが，その成功は主として個人の子

っている. とくに私が感銘を受けたのは匂プログラ

ミングとマネージメントのすばらしさだった.そこで，

議について概要を報丹すると共に，感想、を交えながら，良

く練られたプログラムやスムーズなセッション運営，隅々

にまで行き届いた細やかな配慮など，その一端をご紹介し

fこL¥ 

会議の目的と背景，組織

2000年 l月 15日， 兵庫県南部地震からちょうど 5年日

を迎えた.会議は，これを機にその後の日本の活断層研究

や関連する諸分野の研究を [I!界的な活構造研究の流れの中

で見直して，これからの研究，応用の両面で世界的に役立

てようというものである. この目的のために，

トキヱ(地球流動破壊部門〉

a) 1990年代の世界の活断病研究とそれに基づく

災害報減の動向をレビューする，

j
 

h
u
 

口μ る，

c) 21靴紀に向けて断層と地震の国際的な研究の課題
ず
府
、

v
Y〕 る，

-研究所・民間の垣較を取学問分野や行政・

り払った交流を進める，

り アジア・太平洋地域の発展造 r.l主!に活断層研究・地

はかる，

なとの頃日が呉体的な日的としてあげられた.

この背崇lこは匂1)5)司年にあたり，活断固Mf究をあらた

めて見i白‘して成東を有効に使う必要があることう 2) トル

コ，台湾の大震災は既知の活断明から引き起こされ，活断

層叶究とその応川がつよく期待されていること，九)世界的

に立って地震災害とその研究に関する知識と経験の

交流が必要て、あること， 1り)土地也震災害に対して脆弱な思々 と

くに発展j途主上t凶りへのJ吊舌住断l庁j層言謝i同司査{研i似1
あること，といった日本の活断層研究者連の共通認識

がJうった.

主催者は北淡町，北淡町教育委員会，国際リソスフェア

研究計画タスクグループTl-::)(大地震の繰り返しに

ついて研究するグループ)， 11 2 (世界j司会断層のマップの作

H的とするグループ)である.ただし，このように広

自のために，工業技術院地政調査所、 日本学術会議第

同紀研究連絡委員会，国際第四紀研究連合ネオテクトニク

ス委員会が共催し，科学技術庁・建設省国土地制定・丈化

-兵庫県・兵庫県教育委員会・日本地質学会・日本地理

学会・日本第四紀学会・土木学会・応用地質学会・日本地

形学述合など多くの学会や機関が共催している.

また，本会議の立案者である広島大学文学部地理学教室

の奥村晃史助教授が実行委員会事務局の中心となった. シ

ンポジウム組織委員会，実行委貝会のメンバーは表1， 2の

とうりである.主な参加者を資料に示す.

会議の概要

会議はシンポジウムとスクールを中心に構成された.あ

らかじめ登録を行った人だけが参加できるプログラムと誰

でも受講したり聴講できる公開のものとがあり， 日によっ
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表1. 北淡国際活断層シンポジウム組織委員会

会長 小久保正雄 北淡町町長

副会長 Oaniel Pantosti イタリア国立地球物理研究所・ILPII-5委員長

松田時彦 西南学院大学文学部教授・野島断層保存館名誉館長

委員 井I筒孝一 北淡町助役

境 茂 北淡町教育長

中谷欽輔 北淡町震災記念公園総支配人

岡田篤正 尽都大学理学研究科教授・野島断層活用委員会委員

Alan Hul¥ New Zealand Ministry of Research， Science and Technology 

ILP II-3副委員長

衣笠善博 東京工業大学大学院総合理工学研究科・ILPII-3委員

表 2. 北淡国際活断層シンポジウム実行委員会

委員長 中 団 関I 広島大学文学部教授・野島断層活用委員会委員

委員 岡田篤正 京都大学理学研究科教授・野島断層活用委員会委員

千田昇 大分大学教育学部教授・野島断層活用委員会委員

加藤茂弘 兵庫県立人と自然の博物館・里子島断層活用委員会委員

宮本肇 北淡町企画振興課長・震災記念公園係長

中谷公一 北淡町教育委員会社会教育課長

奥村晃史 広島大学文学部助教授・ILP11-5・INQUA

堤 浩 之 尽都大学理学研究科助手

佐竹健治 通商産業省工業技術院地質調査所主任研究官

資料主な参加者

David P. Schwartz (U.8.Geological Survey ) 

Robert S. Yeats ( Oregon State University ) 

Steven G. Wesnousky (University ofNevada) 

David D. Jackson (University of California 1..os Angels) 

Chesley Williams ( Risk Management Solutions， Inc. ) 

Earl W. Hart (California Department ofMines and Geology) 

J出 H.Andrews ( Southern California Earthquake Center ) 

Robert Reitherman ( California Universities for Research in Earthquake Engineering ) 

Aykut Barka ( Istanbul Technical University ) 

Thomas K. Rockwell ( S阻 DiegoState University ) 

Hung-Chie Chiu ( Institute of Earth Sciences， Academia Sinica ) 

Paul Somerville (URSGWC Federal Service ) 

Kerry Sieh ( California Institute of Technology ) 

ては数カ所を会場としていくつかのプログラムが並行して

行われた.表 3にプログラムを示し， 日程に沿ってその内

容を紹介する.

1. 公開学術シンポジウム(1月 18 日 ~19 日)

東京から遠い淡路島がシンポジウムの開催地であるた

め，私は前日の 17日に現地に入り，その夜の小さな ice-

breaker (前夜祭)から参加することになった.

l月 18日， 10日間に及ぶ会議の開催に先立ち，オープニ

ングセレモニーが北淡町民センターにおいて公開で行われ

た.まず，小久保正雄北淡町長が歓迎のスピーチをされた.

以前はビジネスマンとして海外勤務経験のある町長は，流

暢な英語で，この国際会議を北淡町で開催する意義につい

て述べられた.前述したが，この淡路島には 1995年兵庫県

南部地震の地震断層である野島断層が走り，北淡町では地

震で地表に現れた断層部分に野島断層保存館を建て保存し

ている(図1).そして，この保存館建設にあたっては，貴
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表 3. プログラム

フ。ログラム 日程 公開・非公開 使用言語

1) 公開学術シンポジウム 1月 18 日 ~19 日 公開 英語

スクール 1 月 20 日 ~21 日 参加者公募(選考有り) 英語

3) 地震研究所共同利用研究集会 1月22日 公開 日本語

4) 巡検(野島断層) 1月22日 登録参加者のみ 英語

対話集会 1月22日 公開 英語(通訳有り)

地層抜き取り装置(シ守オスライサ~)実演 1月22日 公開 日本語

講演会 1月23s 公開 英語(通訳有り)

8) エクスカーション(四国/中央構造線) 1月 24 日 ~26 日 登録参加者のみ 英語
一

図1. 野島断層保存館

重な地質学的証拠を保存し後世に役立てたいという広島大

学の中田高先生や京都大学の岡田篤正先生，西南学院大学

の松田時彦先生など活断層研究者達の強い願いと町への働

きかけがあった.町はやがて，この場所を観光地のように

利用するだけでなく，北淡町が文化的なメッセージの発信

地として復興，発展することを願い整備を始める.それを

積極的に推進してこられた町長である.

ご挨拶の後さっそく，公開学術シンポジウム「活断層研

究とその応用 21世紀にむけて」が始まった.東京大学の

米倉伸之教授が日本における活断層と地震に関する研究の

沿革史を紹介し， D. Schwartz博士が古地震学の研究とそ

の応用について話されるなど，まず日米のリーダー達が基

調講演を行い， 2日間の会議の緒が切られた.18日に 8件，

19日に 10件の講演は，一人の時聞がおよそ 50分で，すべ

て日本語の通訳無しに英語で行われた.活断層と地震の関

係についての基礎的研究の成果や最近の日本における活断

層研究の総括など，講演は聴衆が専門家だけではないこと

が考慮されていて全体に分かりやすいものだった.中でも

私には，カリフォルニアの活断層法の制定に関わってこら

れたE.Hart博士の話や，行政者として研究と社会の橋渡

しの仕事に携わっている女性J.Andr巴wさんの発表など

が目新しいものとして映り， 日本の現状と比較しながら興

味深く伺った.

30分の休憩時間にはロビーで繰り広げられているポス



東京大学J1!liii研究所技術線合， '¥10. fi‘ 2000年， 73 

図 2. オープニングゼレモー一

図 3. 公!#J学術シンポジウム

ターセッションの短かな口頭発表が行われたが，これは期

間中合間合間に差し挟まれ匂 とても面門い試みだったE 一

人 5分ほどの持ち時間に自分の研究について紹介し，学生

の場合はこれからやってみたいことなども英語でスピーチ

する. とくに若手や広野の研究者にとっては，内外の著名

な研究者と大勢の聴衆に向分をアピールで、きる絶好の機会

のようであった.また，これによって，会議参加者の全て

が何らかの発去をしたことになり，互いの理解と交流を深

める意味でも効果的だったと思う.全部で 90件ほどあっ

fこ.

初日のこの夜は，登録参加者の宿舎となったホテルで北

淡町による歓迎パーティも催された.間Jは会場に阿波踊り

の方を招いて遠い外国からの参加者を歓迎した.耳に恩11染

図 11. 歓迎パーティ

んだお曜子 子供や古干下の踊り子達が突然会場に現れ

た時は皆驚いて取り開んだ.海外からのお容さまといえ

ば， 地震研究所で一・時を過ごされた Wesnousky さんや

SomervilIeさんとは十数年ぶりの再会だった.活断層の

トレンチ調査のパイオニア的存在であり，本でも馴染みの

深かった Siehさんは，この夜一足遅れて到着した.

2 スクールc1月 20 日 ~21 日)

3日日からは会場を震災記念公園セミナーハウスに移

し，脊録参加者のみによるスクールが 2日間の日程で開催

された.北淡町震災記念公園の一角に建つこのセミナーハ

ウスは，会議開催が決定してから町が急ピッチで建設した

ものである.これからも会議場としていろいろなセミナー

に利用してもらうと同時に学術的な資料館としても整備し
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Bus stop 

Hokudan Town Office 
北淡町役場

図 5. 会場配置図

ていきたい，と中谷欽輔震災記念公園総支配人のお話だっ

た.期間中，ハウスの一室には数台のコンビュータも備え

られたが，いつも，長期不在中のメールをチェックしたり

日本の活断層研究の最新のグラフィックデータを興味深そ

うに眺める海外からの研究者で賑わっていた.

スクールは次のように進められた.まず，講師として，

世界の一線研究者が長期的地震危険度評価，大地震の再来

モデル，テクトニクスなどのテーマについて最新の研究成

果を紹介する.そして問題などを提起する.すると，それ

について講師相互が議論を交わしたり，また，参加者全員

が加わって議論をするという具合である.講義形式の発表

という形をとったこのスクールでは，活断層の専門家だけ

でなく，関連分野の研究者から大学院生までが活断層研究

とその応用の最先端を把握できることを目指していた.

私はこれまでこのような国際研究集会に出席してゆっく

りと講演を聴いたことがなかったので，とくにアメリカの

発表者達の美しい図面や debate(議論〕の巧みさ，自己ア

ピールのうまさには圧倒された.だが，難解な研究につい

て限定した参加者で緊張した議論が進められたこの場で

は，英語のことばが聞き取れず，活発に交わされた議論の

大半を私は理解できなかった.語学の点だけをとってみて

も私には大きな啓発の機会だった.モンゴルなど日頃あま

り馴染みの無い国， しかも人のあまり住まない地域に存在

する活断層のお話を伺うのも初めてのことであった.

発表と議論が繰り広げられる問，会場では終始 3~4 人

の大学院生が中田先生や奥村先生に京都大学の堤浩之助手

が加わった 3人の教官の指示のもとで働いていたが，その

真剣な態度はとても好感のもてるものだった.彼等にとっ

てもなかなか経験できない貴重な学習の場であったとはい

え，このシンポジウムは広島大学や京都大学大学院生の献

身的な働きがなくては成り立たなかった. 606頁にのぼる

シンポジウム予稿集の英文アブストラクトも，院生 2人が

2ヶ月かかってまとめたと伺っている.

ここで，今回のシンポジウムについて，運営の資金や体

制なと、について説明する.

今回の会議は広島大学の奥村先生が立案された.その案

に全面的に賛成され，積極的な支援と協力を行われたのが

同大学の中田先生である.先生はさっそく北淡町の小久保

町長に働きかけて資金援助の協力を得た.そのようなわけ

で，この国際会議の経費の多くは北淡町からの補助金に

拠っている.そして，中田先生が外部との交渉を一手に引

き受け一つ一つと体制を整えられる中で，奥村先生は会の

アレンジメントから，プログラミング，海外参加者の渡航

手続き，アナウンスに至るまで，必要な事務処理の一切を

ほぼ一人で行われた.会議の実際の運営には，堤助手や広

島大学，京都大学の大学院生，北淡町役場の方達，そして

お揃いのピンクのハッピ姿の住民ボランティアがあたり，

会場内は大学人，受付は主に北淡町の方々が担当して英語

のガイド役まで務めた.まさに大学と町の住民が一体と

なって作り上げている手作りのシンポジウムという印象

だった.

3. 地震研究所共同利用研究集会(1月 22日)

始まってから 4日間というものは，連日英語だけによる

発表と討論が続いた.昼は会議，夜の宿でもトルコのイズ

ミット地震や台湾の集集地震，モンゴルの地震断層などに

ついてのミーティング，ホテルと会場の往復のパスの中も

議論の声，という毎日である.送迎ノ〈スは 1日に 1台.会

場から速い，淡路島中部の見晴らしの良い高台に位置する

ホテルを朝出立したら，夕刻まで迎えに来ない.会議が中

半にさしかかり，人々も疲れを感じ始めたそんな頃，事務

局はさらに面白いプログラムの組み合わせを用意してい

fこ.

22日には北淡町震災記念公園セミナーハウスで， 1"活断

層研究のフロンティアー兵庫県南部地震から 5年間の総括

」と題する地震研究所研究集会が 9時から 3時まで，公

開で開催された.地震研究所から 1999年度共同利用研究

集会として採択され，配分された旅費は約 133万円であ

る.この研究集会について，責任者の中田先生と私との聞

で事務的な作業に入ったのは 11月に入ってからのこと

だった.先生は約束の時期までにきちんと 20数名の参加

者リストを送ってくださり，最終的に 30名が確定した年

末までは，私も参加者とのメールのやりとりやお金の計算

に追われた.

中田先生がアレンジをされたこの研究集会には，遠隔の

地で年度末というあわただしい時期にもかかわらず， 24の

研究発表に 90人を超える人々が参加した.集会の目的は，

1)兵庫県南部地震以来社会の注目を浴びることになった

活断層研究の最近5年間の成果を報告して，研究の到達点
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図 6. 地震併究所研究集会 図 7. 野弘断!語iliS検

を確認すること， 2) 211昨己に向けて活断層研究は何を目

指すべきかを議論すること.である. プログラムは，第 1

活舌断層l研i江耳1耳l

スjルレ一を討f指百して」から構成された. 中田先生{は土丸' ゐ人命

人の発表時出を上比七回車較支却自的包短くして後の議論に多くの日時寺間をさ

き9 それぞれの発表セクションのコーディネータ

をまとめて後の総合討論の場でオーブンに討論する， とい

う方法をとられた.また， 1995年以来国家的規模で行われ

ている各地の活断層調査に関与している方たちを大学・機

関から広く

た.オーブンディスカッション

定時間を大幅に越えて司司会場で 3時から間かれることに

なっている住民との対話集会に第まった人々をしばらく待

たせてしまったほどである.

「始めにまず現象ありきJ. 1'1然現象の現場を歩かずに

データのみで理論を構築する若い人迭の増加や，自然を論

ょうとする風潮を7出具する . 1也形手:

者の指摘が，私には印象に残った.

この研究集会の学街的成呆は，(株)海洋出版から月干IJ

地球 J 特別号として出販の予定である.

4. 巡韓(I月 22臼)野島断麗

しぶりに日本語による会議が行われて古いるこの間，外

国からの参加者は一部日本人研究者と共に，通産省工業技

術院地質調査所の栗田泰夫さんの案内で野島断層を巡検し

ていた.この巡検については，参加した地震研究所遠田晋

次助手が地震学会ニュースレターに書いておられるのでご

覧いただきたい.

5. 対話・交流集会(I月 22臼)

そして予定を遅れること 30分.研究集会とエクスカー

ションの参加者がセミナーハウスに合流し，今回の会議中

の大きな催し物のひとつである住民と研究者との対話・交

流集会「陛界の活断層なんでも百科」が開催された.

この対話集会は心に残るものだった.このような集会は

図 8. 対話集会

おそらく世界でも仔11が無いのではないか，と海外からの参

加者の話だった.会場では，内外の研究と住民とが向か

L 、合って着席した，そこへ， I語り部 と呼ばれるよ三庫県南

部地長の様子を伝える 4人の人達が紹介され匂

5年前の早朝突然IJ分や家族の身に起こったことを話し始

めると司会場はしーんと静まり返った，どーんという

地震であるとは思わなかったJ以来設が家では.家族全員

がi呼び揺を携帯することにした と話す語り部達に.制ヲE

者からは質問が浴びせられた.実際にそのような大きな地

震を自ら体験している研究者は稀である.地震が起こった

時の現象とはどのようなもので，その瞬間人々はどのよう

に行動し対処したか，ということに強L、関心をもったよう

であった.地震に見舞われた直後の台湾から参加した研究

者は，学問と政治両面からの国際協力の必要性をつよく訴

えられたが，研究をどのように社会へ還元し自然災害の軽

減に役立てるかについて，地震という共通の脅威をもっ人

間達が悩みを語り合い，助け合う道を模索し合った， とい

う感想、を抱かされたプログラムだった.

通訳にあたられたボランティアの}jが見事だった.地元



76 東京大学1Ul震研究所技術報fiち No.6，2000弘

図 9. デモンストレーション(ジオスライサー実演〉

の医師でまだ 40歳そこそこの方だが，後で伺ったところ，

中学，高校の時期jをアメリカで過ごしたとのことだった.

期間中会場にほぼ詰め通しだったこの方の存在も，他の町

ランティア|司様，今lulの会議運常の大きな原動力だっ

7こ.

6. 地j警抜き散り装置(ジオスライサー)の実;寅(I月

22自)

この口の昼には，セミナーハウス近くのフィールドで，

(株)復建調査設計の原口強さんによる地層抜き取り装置

のデモンストレーションも行われていた.昼食もそこそこ

に私も会場へ出かけてみたが，大勢の外昌人、で賑わってい

た盟地層抜き取り装置は，広島大学の 中

と地員研究所の島崎邦彦教授が共同で開発したものであ

る. どのような狭い場所でも簡単に地 1"の地層が採取でき

て，上地を能用前の現状に復することが容易な kに， 自作

にいろいろな万向や角度から地屈を多数採取でき， fklJ き

取った標本を後でゆっくり観察できることから， jt立近の活

断層調夜において盛んに用いられているものである.

7. 特別講;賞会「活断層を知るー活かすJ(I月 23日)

そして今日は日曜日.早いもので，明日から 3U間の中

央構造線エクスカーションに出かける外国人を除く多くの

参加者にとっては，いよいよこの日がシンポジウムの最終

日となった.島に来てから 1週間経つのだが，毎日様々な

方に会い，このように多彩なプログラムをあちこち移動し

て聴き回っているので，あっという聞という感じがする.

いつの聞にか増えてしまったパンフレットや資料を他の荷

物と共に宅配便で送り，帰り支度をすませて私が床に就い

たのは，夜かなり遅くなってのことだった.

特別講演会「活断層を知る・活かす」は，入場料無料で

通訳が付き，会場を再び町民センターに戻して行われた.

活断層についての関心の高さを示すように多くの町民が参

加したが，この会では三人の研究者が講演を行った. ここ

でもまた，感心させられたアイディアがある.それは，二

関 10. 参加授の記念撮影

人の外関人講演者に通訳者としてそれぞれのお弟子さんを

配したことである. Dr. Yeats iこ討さん. Dr二Schwartzに

さんと奥村先生が付いたために， 1ji.なる通訳にとど

まることなく，一般の聴衆には不足の地属学的，地質学的

に補ってうまく解説しておられた.あうん

うのか，こんなところにもまた，人の交流がう

まく牛‘かされていた.いずれの方途も一一般への普及講演で

あることを良く理解されて，非常に分かりやすく活断層に

ザコL、て お話をしてくださった.

セミナーハウスでは.この日の午前中も，尽くしきれな

かった議論に多くの掛究者が宰まっていたようである.

振り涯って

そ受録をし，全期間を通して参加しなければ， こ

とれほと良くアレンジされ，運営されたものであったかを

充分に用解できなかったかもしれない.世界の活漸層研究

やその社会との関わりを研究者，学生，行政者，一般di民
どよ与に学んだ貴重な場であると同時に，在、にとってははか

らずも，シンポジウムをお IU:話する側のお子小;を見せてい

ただいたような大変貴章な機会となった.

中111先生や奥村先生は，会場では討論の り

アナウンスに至るまでを行ってみ人何役もこなさ

れ，またホテルに戻ってまでもいろいろなお世話に追われ

ておられたが，ほんとうにお疲れだったことと思う.そん

な中でもお二人は絶えず一人一人の参加者に声をかけ，気

を配っておられた. 閉会式に出席せず日早く帰途につ

いた私に後日 Certificate(終了証書)が送られてきた時に

は，行き届いた配慮にあらためて敬服する思いだった.広

島大学，京都大学の助手や学生の方々，町民ボランティア

の方達も献身的に実に良く働かれた.このような大会議の

運営には概して騒々しさがつきまとうものだが，全てが非

常に静かに進行し，おかげで参加者は整えられたゆったり

とした環境の中で講義を聴L、たり生活することができたの
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である.事務局の方達の統率のとれた動きからは，普段の

意思疎通の良さを垣間見た.

この稿を書くにあたり，私は奥村先生にマネージメント

の秘訣やご苦労話などをお尋ねした.そして知ったのだ

が，先生が以前におられた工業技術院地質調査所国際室で

は研究者にも 1年間の事務学習が義務付けられていたそう

である. また， 1992年に京都で開催された IGCの時にも

世話人として働かれるなど，先生はすでにマネージメント

の経験を積んでおられた.それらの経験は，とくに今回，

海外からの参加者の渡航事務を行うにあたって大きく生き

たという.奥村先生がこの国際会議を立案し，中田先生と

計画を作成したのが 5月，海外の友人たちに招待状を送っ

たのが 7月，返事が届いたのが 9月から 10月にかけてで，

それからの 2ヶ月というものはほんとうに大変だったと

おっしゃっていた.11月から 12月には， 1日実に 100件も

のメールを処理される毎日だったそうである.英語と研

究・実務の両面に長けた方だから可能だったことではある

が，地震研究所でもこのようなスタフを養成したり，人々

の心に残る会を提供できたらと考えつつ過ごした日々だっ

fこ.

残念に思えたことが私にはひとつだけある.それは，こ

の会議に地元兵庫県の小中高校生の姿が見られなかったこ

とである.体験した大地震について，現場で世界一流の研

究者の生の講演を聞いたりディスカッションの光景を目に

することができる稀な機会である.先生が引率して，ぜひ

この雰囲気に触れさせて欲しかった.若い世代へ何よりの

啓発の場になったに違いない.

iHokudan-2000Jは，人の和のすばらしさをもあらため

て感じさせてくれた.成果を求めるだけではなく，中田先

生や奥村先生らしいアイディア，暖かさが随所に満ちたほ

んとうに愉しいシンポジウムであったとd思う.

謝辞:会議からほぼ 5ヶ月経ってやっと参加者に礼状
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読みいただきました.同行した元大阪断層資料センターの

渡謹貴美子さんとの会話も参考になりました.多くの人に

すばらしいシンポジウムを提供された広島大学中田 高教

授，奥村晃史助教授，見事なチームワークで会を成功に導

かれた助手の方々，広島大学，京都大学の学生達，北淡町

の方々に敬意を表すとともに，厚くお礼を申しあげます.
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